
 

 

児童朝会 校長の話  １月１５日 

 この写真は誰でしょう？  「大谷翔平！」 

そうですね。アメリカの大リーグのプロ野球選手で

す。昨年はホームラン王に輝きました。年間で４４

本のホームランを打ちました。日本人として初めて

の快挙です。年間で１番活躍した選手として「年間

MVP」を取りましたし、年間最優秀選手にも選ばれました。世界

的スターですね。昨年はエンジェルスに所属していましたが、今

年からドジャースに替わりました。活躍が楽しみですね。 

大谷選手は「投打二刀流」といわれ、バッターとして打つのも

すごいですし、ピッチャーとして投げるのもすごいです。投げる

球の速さは最高時速 165km で日本人最速です。 

エンジェルスのチームメイトに大谷選手の感心するとこ

ろを聞いてみると、まず「いつも笑顔」です。大変な時も苦

しいときもいつでも笑顔です。そして「礼儀正しい」です。

大谷選手は球場でいつもゴミを拾います。高校生の頃から続

けているそうです。ゴミを見つけると拾って

ポケットに入れます。さらに「気遣いができ

る」です。相手のチームのバッターのバットが折れて飛んでしまったとき、

拾って渡したそうです。そうやっていつも回りに気を配っています。そんな

大谷選手からグローブが届きました。日本全国の小学校に３個ずつグローブ



 

 

が寄付されました。一緒に手紙が入っていました。 

  

 

ロサンジェルス・エンゼルス・オブ・アナハイム

のメジャーリーガー、大谷翔平です。 

 この手紙はこのたび私が学校に通う子供たちが野球に興味を持ってもらうために立ち上

げたプログラムをご紹介するためのものです。 

 この３つの野球グローブは学校への寄付となります。 

それ以上に私はこのグローブがわたしたちの次の世代に夢を与え、勇気づけるためのシン

ボルとなることを望んでいます。それは、野球こそが、私が充実した人生を送る機会を与え

てくれたスポーツだからです。 

 このグローブを学校でお互いに共有し、野球を楽しんでもらうために、私からのこの個人

的なメッセージを学校の生徒たちに伝えていただければ幸いです。 

 この機会に、グローブの寄贈をさせていただけることに感謝いたします。 

貴校の益々のご発展をお祈り申し上げます。 

野球しようぜ。 

                            大谷翔平 

 

 

「次の世代」と言うのは皆さんのことです。皆さんに夢を与え勇気づけるシンボルにした

いと言ってくださっています。有り難く使わせていただきましょう。 

皆さん、使ってみたいですよね。どのように皆さんに使ってもらうか、先生たちで考えま

すね。決まったらお知らせします。 


